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2025 年 10 月 10 日に発行された週刊東洋経済オンライン西

岡研介氏連載の第５弾『JR 東日本「過半数代表選挙」星取表から

漏れ出る会社の本音』が掲載されました。労働者の代表を決める選

挙は選挙事務を行うにしても労働者自身で決めればよいものです。

それを殊更会社でやると引かず、挙句の果てには会社側の意志を持

った社友会の人間が立候補し、会社の意志を貫徹させようと躍起に

なっています。星取表のその他の欄には戦評として会社の本音が出

ています。ここまでしても会社が関与していないとは言わせません。 

今、どの系統であっても要員が足りておらず、勤務に穴が開いた

り、ダミーの人間が登場している職場が発生しているのも事実です。

そのような会社施策に追随する組織、それが社友会なのです。 

その社友会はこの間のジョブローテーションの名のもとに行われている強制転勤、組織再編・新人事賃金制度、ワンマン運

転施策など、私たち現場で働く労働者の雇用に直結する問題にも問題とせずに施策の推進部隊に成り下がっています。 

このような社員・組合員の声を聞かない「今だけ、金だけ、自分だけ」自分の出世しか考えない一部社友会の人間を労働

者の代表として選出するのは決して相応しくありません。ましてやそこに会社の意志が入るのならば公平ではありません。そも

そも会社の意志が入ってしまっては駄目なのです。 

組合員・良識ある組合未加入者へ改めて訴えます！私たちの将来は、私たちの手で切り拓いていかなければなりません。私

たち労働者は社会を形成する一員ではあるものの、会社の操り人形やコマとして動いているのではありません。明日の生活

のため、家族の幸せのために一所懸命になって働いています。その大きな一歩が次なる過半数代表選挙での労働者の意見

をしっかり汲み取り、物を言う輸送サービス労組が推薦する労働者へ票を投じていくことです！  

 


